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	２００９年１２月　　　
７３９号　６０周年　
≪６３期-６号≫
ｓｉｎｃｅ 　１９４８．５．１７


　　主　　　　題　　（２００９～２０１０ )
・国際協会会長 『The  Power of  One」　「一つとなる力』
　Kevin  Comming（Canada  ｶﾅﾀﾞ）
・アジア地域会長『The  Power of  One」　「一つとなる力』
	スポンサークラブ

　大　阪　クラブ

ＤＢＣ

近江八幡クラブ

広　島　クラブ



	


スローガン　「Dreaming  Asia,  Loving  Asia」
　　　　　　　　　「夢見るアジア、愛するアジア」
Chon  Byung-Koo（Korea）
・西日本区理事 　『すべてのいのちを大切に』

　　　　　　　　　　　「Love & Care  for All the Living Things」

　－いのち・平和・環境－  －Life,  Peace,  Environment
鈴木　誠也　　（神戸ポートワイズメンズクラブ）
・六甲部　部　長　『希望の灯となろう』「Be  the  Light  of  Hope」
     　大田　厚三郎（神戸西クラブ）　　　 －地域社会を励ます活動を実践しよう－
・西宮クラブ　　会長　浅野　純一　『奉仕活動を行えることに感謝し、力を合わせて今一歩活動の輪を広げよう』
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２００９年１２月　西日本区強調ポイント“　　ＥＭＣ－Ｍ　　” 人は力です。みんなの力で２０００目指してゆきましょう。廣井武司　EMC事業主任(京都プリンス)　★　例会に先行して午後一時より西宮ワイズ研修会を開催。　御出席を
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浅野　純一　会長

　早いもので今年も１２月を迎えました。私は５年前のクリスマスの例会にビジターで出席した折りに、当時の堀川会長から「１月から入会しますか」と問われ、「ではお願いします」と返事をしました。それから、あっという間に４年間が過ぎました。

　４年前に入会したときには、「誘っていただき、時間が少しできたので入会しようか」との気持ちでした。ワイズメンズクラブに入会して多くの方に出会い、多くのことを学ばせてもらいました。感謝いたします。

　入会してから５年目を迎えて、私は「ワイズの場を通して世の中にどのように関わっていかなければならないのか」を考えています。できることは限られていますが、少しは活動のバージョンアップをはかります。

　そして、クリスマスが近づきいてきました。私はクリスチャンではありませんが、ワイズに所属する以上、「キリストがこの世界に登場した意味」を考えたいと思って

います。考えることで、私のワイズの活動に生かされるものと思っています。
２．チエルノブイリ被爆治療支援
　キエフナイチンゲール合唱団コンサート（10月24日）の後援に対して、主催者のプラス１（ONE）ネット　代表の　西山安子さんより礼状を頂きました。要旨は以下の通りです。　「当日は３００名を超える入場者があり盛況のうちに終了できました。収益金は一部運営費を除き、主催団体を通して現地の子ども病院に届け子どもたちの被爆治療費に役立てると」等、記されていました。以上報告します。
３．チャリティーワインに参加して
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(ワインの会にて西山代表より礼状を受け取る浅野会長)
第２０回を記念して、今回は、いつものサイコー亭からポートピアホテルに場所を移して行われました。私はこの催しに初めて参加しました。実行委員長の濵メンの司会で会は始まりました。会の最初にこのチャリティーの資金の半額援助でＹＭＣＡのキャンプに参加したキャンパーの母親からの感謝の手紙が尾上氏によって読まれました。意義ある活動に参加できたことに喜びを感じました。

　ワイン、料理をとてもおいしく頂きました。この内容ならチャリティーにはならないのではと案じています。西宮クラブからは濵メンを始め、濵メネット、山本メン（実行委員）、山本メネット、廣瀬メン、廣瀬メネット、そして浅野が参加しました。とくに濵実行委員長、山本実行委員をはじめ、会を主催頂いた方に感謝いたします。

ドライバー長井メン、藤原メン

１１月２０日（金）午後７時、浅野会長の開会点鐘のもと久しぶりに西宮ＹＭＣＡにて講話例会を持ちました。今回は、クラブが支援しているアルコール・薬物依存症者リハビリ施設「ぼちぼちハウス」より西谷由紀子氏を講師にお招きしました。
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西谷氏は、１９９９年にぼちぼちハウスに奉職されると同時に、ボランティア劇団「ひっぽ」を設立され、劇団では主に演出をご担当されています。アルコール依存症は、脳の病気であり、日常生活を正常に送れなくなることから、家族や周りの人々を巻き込んでいきます。アルコールを少しでも摂取すれば価値観の一番上位にアルコールがあり、子供よりも、愛するものよりも、お金よりも喜びを与えてくれるものとなります。アルコール依存症が“家族の病”と言われるように、依存症者の家庭では、家庭内暴力、夫婦間暴力、児童虐待に彩られ、最後には、殺人や事故死、自殺など悲惨な事故に繋がるケースが多いそうです。

児童虐待は、依存症者本人のケースと、依存症ではない配偶者によるケースがありま

す。例えば夫が依存症の場合、さまざまなバイオレンスに対応するためのストレスのはけ口が子供に向けられます。このような家庭の子供たちは親がお酒を飲んで暴れたり、暴言を吐くのは自分のせいだと思い込みその家で生きていく為に様々な苦労を背負います。そういう家庭に育った子どもたちは、自分の感情を持つ事が出来なくなり、大人になってから社会で上手く対応できなかったり、人間関係が上手く築けなかったりします。アルコール依存症家庭に育った子供たちにはこういう症状がよくみられ、こういう症状をアダルトチルドレンと呼んでいます。

西谷氏は、このような悲惨な状況にある子供たちを救済するために、依存症の正しい知識の教育を目的として、演劇によってメッセージを伝えようと努力されてきたのです。劇の創作には次の４点に留意されているそうです。①正しい情報を伝える（アルコール・薬物が身体に与える影響、依存症になった場合の周囲の人々への影響など）。②「あなたは大切な人ですよ」と子供たちを肯定する。③決して家族を否定しない。④依存症は病気であり、回復することができる（悪いのは病気であって、依存症者本人ではない）。さらに、薬物依存症についての教育も重要課題であると認識されています。アルコール依存症は大人（依存症になるまでに長い期間がかかるので）がなるので、回復は失ったものを取り返す努力ですが、薬物依存は低年齢の場合、人格を形成する前に陥っているため、元々無いものを付けていく努力となり大変な時間がかかると力説されました。これまでの活動でアルコール依存症の認知度がかなり上がったと評価しているとのことでした。なお、劇団ひっぽは来年２月のファイナル公演をもって活動を終結されます。その後は、個人的にギャンブル依存や飲酒運転予防の活動を継続されるそうです。飲酒運転のお話では、中ジョッキ１杯のビール（１単位）を分解するのに健康な成人男性で約４時間かかり、６単位（ジョッキ２、焼酎湯割り２、ウイスキーダブル２）飲めば、分解に２４時間かかるので翌日の運転は飲酒運転となることを聞き、正しい知識の習得が大切であると一同認識した次第でした。
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講話の後、
西宮クラブ
より賀川豊
彦献身百年
プロジェク　トへ賛助金
の贈呈を行いました。浅野会長より、イエス団にお勤めの馬場一郎メンへ手渡されました。その後、誕生祝い、情報交換を行い閉会となりました。なお、閉会時間を確認してお

らず、早めの閉会となったことをお詫び致します。出席は、（敬称略）藤原、山本、濱、小野、足立、山口、山口メネット、丸山、濱崎、岡田、馬場（一）、馬場（貴）、

廣瀬、岩田、浅野、長井でした。
第１１回神戸ＹＭＣＡチャリティラン

ドライバー　長井慎吾メン
１１月３日に恒例の神戸ＹＭＣＡチャリティーランが神戸しあわせの村にて開催されました。
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西宮クラブからは、グループランに２チーム参加と恒例のカレー販売を行いました。

前日あたりから急に寒さが増し、当日朝７時半の開会礼拝時は、朝日がまだ当たらないこともあって冬のような寒さでした。今回も小学生駅伝を主体に１１００名超の参加があり盛大なイベントです。以下、今後に向けての備忘録です。
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【カレー販売の進化】今回は４００食の販売を　計画しました。少し大袈裟ですが今年の挑戦は　ご飯を現地で全て炊くことでした。例年、販売が追い付かないので、学園都市ＹＭＣＡで炊いた　ごはんを車で運ぶなど対処していましたが　手間です。今回は８ℓと６ℓのガス炊き炊飯器を用意して９時前から連続炊きしました。上手に炊くには第一に水加減だと事前に勉強しました。洗う前の米では、米と同量に２割増しが良いとのことでしたが、実際は、洗い米となるので、１割増しくらいが良かったです。洗った後は最低３０分は水に漬けておきます。それと、連続で炊く場合は、手間ですが都度釜を洗う　ことです。炊いた米がこびり付いていると上手く炊けなくなります。（毎回「・・さん、釜洗って下さ～い！」との申しつけに対応頂いたメン　メンありがとうございました）　次にお米の量ですが、今回は三島メンが保育園の栄養士の方に相談してくれ、一食当たりの量を決めました。結局は５０ｋｇ用意して、約５００食はあったと思います。一食１００グラムの計算で良い
ようです。

カレーの

西宮クラブ

としてさら

に進化して

いくことでしょう。
【来年にしたいこと】カレー販売をしている中で、参加メンバーのワイワイ会話が聞こえました。
「来年のグループランは仮装して西宮をアピールしようよ」「来年は、炊き込みご飯のおにぎりと豚汁をすればいいかもしれないね」「カレー販売に夢中で、走っている人たちが見えないね。アナウンスをしてくれればいいと思うのに・・」　等などでした。
【変化が必要】今回で１２回目ですが、マンネリ化していると危惧します。参加数も千人を越えて盛会ですが、プログラムをこなすだけになっていないか？毎年より良くするには変化と挑戦が必要と思います。スタッフもワイズもより良くするための提言をしていきましょう。　　
ワイズニュース　　　　　浅野　純一　会長

（１）クラブ周年行事他

①和歌山クラブ６０周年記念例会

  ２００９年１２月１３日（日）  午後２時～　５時　ホテルグランヴィア和歌山

　山口メン、山口メネット、足立メン、小野メンが参加されます。

②姫路クラブ創立６０年記念例会

  ２０１０年１月３１日（日） 午後２時～　　　５時３０分（１時３０分受付開始）

　ラビーナ姫路（JR･山陽姫路駅よりﾀｸｼｰで10分）

  １部　例会
　２部　記念講演　島田　恒氏
　「もうひとつの社会をめざして」

  ３部　懇親会　　　　会費　8,000円

③神戸クラブ設立８０年・神戸メネットクラブ　設立４５年記念例会

  ２０１０年２月２０日（土） 午前１１時３０分～午後３時  クラウンプラザホテル神戸（新神戸駅　南隣接）

　講演　チエンライYMCA　ソッシャー・ブーン・タクワン主事　　75年記念事業「タイ・ユース交流プログラムが残したもの」

  アトラクション　昼下がりのジャズ　　　会費　10,000円

④芦屋クラブクリスマス会

  ２００９年１２月２３日（水・祝）　午後６時～９時  ホテル竹園芦屋
会費　メン　6,000円　メネット　5,000円

（２）横浜つづきワイズメンズ＆ウイメンズ　　クラブとの交流について

①１２月のクリスマス例会に３名の方がビジ　ターとして参加されます。

  参加されるのは、岡田勝美会長、今城高之　　直前会長、林理子（みちこ）副会長です。

②１月２３日（土）の横浜つづきクラブの１月　例会に参加する予定です。
	

三 島 浩 司メン（保育園園長）
（西宮ＹＭＣＡ保育園だより１１月号より）
11月の主題：ありがとう
少し前の話になりますが、「給食費を払っているのだから子どもに『いただきます』を言わせないで」と学校に申し入れた母親がいたという話がありました。同様に「食堂などでの『いただきます』と言うことはおかしい。お金を払っているのだから、お店がお客に感謝すべきだ。」という意見もあったようです。果してそうでしょうか。今はお金さえ出せば食べ物を手に入れることができる社会になっていますが、食べ物として命を提供する生き物やそれらを調達、調理する者がいなければ、いくらお金を出しても私達は食べものを手に入れ、命をつないでいくことはできません。
「いただきます」は、自分が生きるために多くの命をいただくことへの感謝の気持ちを表しています。同様に、「ご馳走様」は（走り回って）食べ物を準備し、提供してくださった方々への感謝の気持ちが込められています。自分が生きるために多くの命をいただくことやその食べ物を得るために走り回るということは、この地球上全ての生き物に共通した　営みであり、食べ物として命をいただくことまで含め、自分以外のものの支えがなければ生きていくことができないのです。お腹が空いた時、病気になった時、遠くへ行きたい時、つらく悲しい思いをした時、いずれも私達は自分以外のもの、人、そして神様の支えを必要とします。このことを忘れず、いつも全てのことに感謝する心「ありがとう」を大切にしていきたいと思います。
ある時、病人になさった奇跡を見て、「自分にも」と５０００人余りの人々がイエス様のもとに集まっていました。イエス様はこの大勢の人々に何か食べ物を与えようと考えられましたが、弟子達はどうすればよいかまったく見当がつきませんでした。その時、一人の少年が自分の持っていた大麦のパン５つと小さな魚２匹を差し出しました。イエス様はこれらを受け取り、感謝の祈りを捧げた後にそこにいた全ての人々に分け与えられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イエス様は少年の大切な食べ物を活かし、そこにいた全ての人々のお腹と心を満たされたのです。この少年の優しい心と、それを用いて、より大きなものとされたイエス様の愛が私たちにも注がれていることを信じ、感謝する心を大切にしていきたいと思います。
11月聖句：イエスはパンを取り、感謝の祈りを唱えてから座っている人々に分け与えられた。
（ヨハネによる福音書６章１１節）
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いつも西宮・宝塚YMCAリーダー会をご支援いただきありがとうございます。
１１月２１～２２日、私の所属するトムソーヤでは伊賀の忍者村へキャンプに行ってきました。このキャンプは、リーダーたちが考えたストーリー性のあるものでした。
１日目は、忍者ショーや博物館を見学して忍者について学び、その後、各グループに忍者修行の忍務が与えられました。その修行の中には、『グループの家門を作りなさい』や『手裏剣を作りなさい』など様々なものがあり、子どもたちは忍者になりきって、グループの仲間たちと協力しその忍務を達成しました。達成できたみんなに『免許皆伝書』が与えられると、子どもたちはとても嬉しそうにそれを眺めていました。
しかし２日目には、その免許皆伝書が盗まれてしまうのです。子どもたちは慌ててリーダーの所に来て「何者かに盗まれた！」と報告してきてました。そして、それを取り返すために新たな試練が与えられ、みんなで試行錯誤して謎を解き、ついに免許皆伝書が見つかったときの子どもたちのキラキラした目はとても印象的でした。
こうして１泊２日のキャンプは大成功し、あっという間に終わってしまいました。
１２月には子どもたちが楽しみにしているクリスマス会や冬のプログラムが行われます。沢山の子どもたちが参加し、沢山の人や自然に触れて、子どもたちが成長していくといいなと思います。
リーダーも子どもたちと共に成長し、これからもよりよい活動をしていきたいと思います。

西宮ＹＭＣＡ　三島浩司メン
今年はベルリンの壁崩壊から２０年の年でした。このベルリンの壁は、第２次世界大戦後の東西冷戦の象徴で、東西の間で人や物などが自由に行き来することを防ぐことが大きな役割でした。朝鮮半島にある３８度線。こちらはベルリンの壁のように目に見えて頑丈な壁ではありませんが、ベルリンの壁が崩壊して２０年が経った今も残っていると言うことはそれ以上に「頑丈」なもののようです。人間は有史以来、様々な隔ての壁を造ってきましたが、人類最初の壁はアダムとイブの「いちじくの葉」かもしれません。この壁のために人間は奪い合い、殺しあう歴史を繰り返してきました。１２月に入り、クリスマスが近づいてきました。クリスマスは、この人間の罪の悔い改めと、許しのために神様がそのひとり子イエス様を私たち人間にプレゼントしてくださったことをお祝いするときです。このクリスマスの意味を今一度噛み締め、私たちの周りにある多くの「壁」（見えるものも見えないものも）を少しでも取り除くことができるようにしていきたいものです。まだまだ、新型インフルエンザ感染の拡大が続いています。皆様もくれぐれもお気をつけください。

１．第2回神戸キリスト教青年会常議員会　開催
10月29日、青年会の第2回常議員会が開催され、多くの常議員の方々が出席されました。今年度の上半期の事業報告を３法人それぞれから行い、またネクストビジョン委員会及び125周年実行委員会からの報告と協議がなされました。昨年より続く世界的な不況や経済活動の冷え込みやインフルエンザなどから神戸YMCAも少なからぬ影響を受けている中、特に財団法人の今後の運営についての意見が出されました。
また、125周年関連では、４つのワーキンググループの準備がそれぞれに進められており、125周年協賛金募集を始めることとなりました。また、ご協力をよろしくお願いいたします。
２．第16回日本YMCA大会　開催
10月30日～11月1日、静岡県御殿場の日本YMCA同盟東山荘において、第16回日本YMCA大会が開催され、全国から約150名の会員、ボランティア、職員らが集められ、「昨日、今日、明日！　つなげようYMCAの願い」をテーマに、多くの交わりと語らいの場がもたれました。神戸YMCAからは鈴木誠也常議員、財団職員の畑中千明さん、納君枝さん、社会福祉法人職員の村上弘さん、佐藤綾加さん、黛待子さん、学校法人職員の小川洋子さんが参加され、貴重な体験と学びをされました。これは2年に一度開催される全国運動としてのイベントで、全国から選ばれた実行委員によって企画され運営されますが、今回は東山荘に勤務している佐久間眞人さん（神戸YMCAから出向中）も実行委員として運営に当たりました。
３．第12回チャリティーラン、成功裏に終了
11月3日、第12回を数えるチャリティーランがしあわせの村で開催され、大変寒い中にもかかわらず、多くのランナー、ボランティアが参加されました。朝から冷たい北風が吹く寒い日でしたが、幸いにも雨が降ることはなく、午後からは温かい日差しもありました。1033名のランナーが小学生駅伝、グループラン、駅伝に参加され、今年も様々なコスチュームを楽しませていただきました。残念なことに、グループランでは記録集計が上手くできずに次年度への反省材料となり、申し訳ない結果となりましたが、全体としては無事に終了することができました。神戸YMCAの全体性を感じることができる数少ないイベントとなりましたが、今回もそのような目的を達成することができた大会でした。西宮クラブの皆様にはランナーとして、また、カレー販売にご奉仕いただきましたことに心から感謝いたします。
４．第2回社会福祉法人神戸YMCA福祉会理事会・評議員会、開催
11月5日、第2回の社会福祉法人理事会・評議員会が開催されました。今回は各園の上半期事業報告と会計報告が中心でしたが、新しく開園し半年を経過した西神戸YMCA保育園の様子もパワーポイントを用いて紹介されました。また、法人としての次の計画やチャレンジについても協議され、地域から求められている保育ニーズにどのように応えていくかが検討されました。
５．世界YMCA/YWCA合同祈祷週
11月8日より14日までは、世界のYMCAとYWCAが共同し、世界の課題について祈りを合わせる週間を守りました。今年のテーマは「いま、地球市民として生きるために」という地球規模の課題についてでした。11月10日の神戸YMCA・神戸YWCA合同職員礼拝では予定していたカトリック司祭が急遽不都合となり、現在、同志社大学大学院で修行中の旧職員の遠藤浩さんがご奉仕くださいました。また、それぞれの部署、園でも関連の礼拝などが持たれて、難しいテーマに取り組みました。11月28日には、「Yes!キャンペーン　in 神戸」が、核兵器のない世界をめざして学びと祈りを合わせる関連行事として開催され、被爆された方の証言や広島の子どもたちによる平和創作劇と共に、スティーブン･リーパーさん（広島平和文化センター理事長）や安彦恵里香さん（Yes！キャンペーン実行委員会事務局長）のお話を伺い、核兵器を廃絶する道筋を示した「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の重要性と平和への大きな気づきを与えていただきました。
６．公益財団法人への申請終了
かねて準備を進めてきました財団法人神戸YMCAの公益財団法人への認定申請について、準備が整い、11月9日に申請が終了しました。今後、兵庫県公益法人室において事前審査が行われ、その後、認定等委員会で認定審査が行われることになっています。いつ認定されるか不明ですが、今年度中の認定を期待しています。認定されれば、2週間以内に法人登記をすることになっており、その後、理事、監事、評議員について、あらかじめ選任されている方々が新たに就任されることになります。
７．横浜YMCA125周年記念式典及び中国出張について
11月8日、横浜YMCA創立125周年記念式典に、また9日から16日まで中国に出張され、広州YMCA創立100周年及び北京YMCA創立100周年記念式典に水野総主事が出席されました。横浜YMCAは神戸YMCAに先立つ1884年に創立され、日本で3番目に古いYMCAです。式典は2000人以上収容できる神奈川県民ホールで行われ、短いセレモニーの後、横浜YMCAの歴史と現在に題材をとったミュージカル「ゴスペルミュージカル”125”」と題する音楽劇が、会員らで組織されたゴスペルグループ80名ほどによって上演され、感動的であったということです。当日は神戸の125周年実行委員長の長井慎吾常議員（西宮クラブメン）もわざわざ横浜まで視察に赴いてくださいました。
中国の二つのYMCAはそれぞれ1909年、清の時代の創立で、その後、辛亥革命、日中戦争、中華人民共和国建国、文化大革命という歴史的な混乱の中で活動を継続してこられました。勿論、中断もありますし、政治体制の違いもありますが、中国近代化の中で、YMCAは地域の福祉のために大きな働きをされています。広州YMCAは6000名のボランティアを有するということで、関連行事もボランティアによって運営されているのを拝見され、同様に北京でも、キリスト教に深く根ざした活動が行われ、100周年関連行事はすべてが中国風でスケールの大きいイベントの連続で圧倒されたそうです。尚、北京では同時に日本―中国YMCA連絡委員会が開催され、中国10YMCAの内、9YMCAが参加、日本からは8名の総主事が出席され、懇談と協議がなされました。また、水野総主事は15日～16日にパートナーYMCAである天津YMCAを表敬訪問し、今後の協働について協議をし、友好を確認して帰国されました。
８．第20回チャリティーワインを楽しむ会、開催
11月13日、神戸ポートピアホテルを会場に、第20回を記念するチャリティーワインの会が開催され、46名の方々が参加してくださいました。これはおいしいワインと料理を楽しみながら、ソムリエからワインの話を伺い、また交流とチャリティを行う集いですが、会員活動委員会の活動として継続しています。チャリティは子ども奨学金のために捧げられますが、今回も多くを捧げていただきました。ご支援いただいた皆様に心より感謝いたします。
９．神戸YMCA講演会『子どもの育ちをぐんぐん伸ばす11の魔法』開催
11月15日、兵庫県立文化体育館において、神戸ＹＭＣＡ講演会『子どもの育ちをぐんぐん伸ばす１１の魔法』が開催され、ＹＭＣＡ少年会員の保護者、ＹＭＣＡ幼稚園・保育園児の保護者、地域のスポーツ団体指導者、そしてＹＭＣＡのユースボランティアリーダーなど、あわせて９０名余りの皆様が参加くださいました。講師に池上正氏（現ジェフユナイテッド市原・千葉コーチ、元大阪ＹＭＣＡスタッフ）をお招きし、ＹＭＣＡで、ジェフユナイテッド千葉・市原で、そしてご自身の子育てと様々なエピソードを交えての臨場感溢れた講演会でした。今の子ども達を取り巻く環境は、非常に便利な世の中になり、子ども自身が自らの力で越えるべきハードルを周りの大人が先に取り除き子どもたちの育ちを阻害しているのかもしれません。講師の池上氏の子どもの育つ力を信じ、惜しみない愛情を注ぎ、人としての“育ち”を守り育てる気構えが非常に印象的で、参加いただいた保護者の方々とともに、私たち神戸ＹＭＣＡが地域の子ども達の歩みを強める働きについて改めて気づかされるものでした。お支えいただいた皆様に心より感謝いたします。

10．第40回全国リーダー研修会、余島で開催
11月21日から23日まで、余島を会場に全国YMCAのリーダー研修会が開催され、全国からのリーダー88名に実行委員のリーダーやスタッフを交えて総勢で約120名の研修会となりました。今回は「メンバーズ・ファースト」と「リスクマネジメント」を考えることがテーマでしたが、ウエルネス事業委員の高見彰先生（関西国際大学）を運営委員長に、また多くのリーダーが実行委員として準備を重ねてくださり、実りある研修会を開催することができました。2日目に雨に見舞われましたが、気持ちの良い余島での研修を楽しんでいただき、リーダーたちは夜遅くまで（朝早くまで？）起きて話に熱中したようです。参加されていた東京YMCA廣田総主事からも神戸YMCAのリーダーの質の高さにお褒めの言葉をいただきましたが、テーマを深めると同時に、全国のYMCAに多くの仲間を得ることができた研修であったと思います。
お支えいただいたワイズメンズクラブ六甲部の皆様に心より感謝いたします。

11．人事異動
西宮クラブのブリテンに連載している「余島からあなたへ」にいつも原稿を寄せていただいていた中島　晋さん（主事職　余島センター）が11月末日をもって退職されました。これまでのお働きに感謝すると共に新しい場所でのご活躍をお祈りします。

	11．2010年度年間聖句、募集！
2010年度に神戸YMCAに連なる人々が念頭において活動ができるように、年間聖句を選定したいと思います。12月21日17:00から予定されている神戸YMCA祈祷会において決定したいと思いますので、推薦していただける聖書の箇所がございましたら、コメントを添えてお知らせいただければ幸いです。メール又はファックスでお寄せください。また、祈祷会にも是非、ご出席ください。
メール　ymizuno@kobeymca.or.jp

ﾌｧｯｸｽ　　078－241-7479　神戸YMCA　水野宛


12．今後の予定
１）西宮・宝塚YMCA少年少女クリスマス

西宮・宝塚YMCAのボランティアリーダー達の手による、子どもたちのためのクリスマス会です。リーダーによる劇や歌、ゲームなど。ぜひお越しください。

日　時：１２月　５日（土）10:30～12:00

場　所：西宮市大学交流センター

（阪急西宮北口駅　ACTA西宮東館6階）
２）宝塚チャリティ市民クリスマス「キャロルを歌う夕べ」
宝塚ワイズメンズクラブが中心となって開催される宝塚の市民クリスマスが下記のように行われます。お出かけください。
日　時：１２月１１日（金）午後７:００開演
場　所：宝塚ベガ・ホール（阪急清荒神駅すぐ）
３）第51回神戸市民クリスマス
今年の市民クリスマスも「キャロリング　in Kobe」として北野と元町でキャロリングが行われ、その後、子どもプログラムとほっとタイムをはさんで、祈りと祝福のときが持たれます。ご参加ください。
日　時：１２月１７日（木）19:30～20:30

（ｷｬﾛﾘﾝｸﾞは17:20出発）
場　所：日本キリスト教団神戸栄光教会（県庁前）
４）発達障がいのある青少年を支える指導者養成講習会
発達障がいのある青少年を支える指導者養成のための講習会です。ぜひご参加ください。

日　時：１２月１９日（土）10:00～11:30

場　所：兵庫県民会館（兵庫県庁南側すぐ）
内　容：発達障がい(LD･PDD･AD/HD)の基本理解
講　師：竹田契一氏（大阪教育大学名誉教授）
費　用：無料

申　込：西宮YMCAまで
５）神戸YMCA役員合同クリスマス
青年会及び３法人の活動や事業を役員として支えてくださっている方々を対象とした合同クリスマス会を開催します。役員の方々は是非、ご出席ください。
日　時：１２月２１日（月）18:30～21:00
場　所：神戸YMCAチャペル（礼拝）

グリーンヒルホテル（祝会）
参加費：3,000円
※当日、17:00より、祈祷会を持ち、次年度年間聖句を決定します。合わせてご出席ください。
※礼拝の奨励は日本キリスト教団神戸聖愛教会の小栗献牧師に奨励をお願いしています。
６）新年職員礼拝
新しい年を迎え、職員は礼拝をもって一年をスタートします。「Staff of the Year 2009」の表彰も行いますので、ご一緒くだされば幸いです。
日　時：１月　４日（月）9:00～10:00
場　所：神戸YMCAチャペル
７）新春YYフォーラム
ワイズメンズクラブと共催で、新春の懇談の時を持ちます。今回はユース委員会の若い委員の方々が企画してくださいましたので、是非ご出席ください。
日　時：１月　９日（土）13:00～18:00
場　所：神戸YMCAチャペル他
テーマ：「YMCA発！世の中が明るく元気にな

るプロジェクト！」（仮題）
８）第5回財団法人理事会
日　時：１月２０日（水）18:30～20:30
場　所：神戸YMCA　４F　サイコー亭



小野勅紘西日本区理事事務局スタッフ　
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グリーンヒルホテル神戸での第２回役員会開催

西日本区では秋の部会が一巡し、今年最後のイベント、第２回役員会が１１月１４日（土）-１５日（日）の両日、神戸ＹＭＣＡの北隣のグリーンヒルホテル神戸で開催された。今期は来年の８月に日本では２２年ぶりの横浜国際大会を控える大切な時期である。東日本区、西日本区の全部会を回りＰＲに努められた藤井次期国際会長には本当にお疲れ様でした。

今国際大会は海外からのワイズメンには円高、ドル安の影響が強く参加者集めに苦労されています。頼みの韓国エリアからはウォン安のダブルパンチも心配されます。そういった心配も含めて今後の西日本区の重要課題を審議すべき役員が３６人参集しました。組織の簡素化や法人化問題やチャーター日・部名など組織の課題、国際本部の会計年度の変更による各種ファンドの締切り時期の変更課題、韓国エリアの独立問題などが審議・報告されました。

中でも特筆事項は次々期理事（11-12年度）に浅岡徹夫びわこ部部長（近江八幡クラブ）が推挙されたことです。近江八幡クラブは広島クラブと並び西宮クラブにはＤＢＣの仲間です。広島で西日本区大会を開催し、横浜で国際大会を開催した後は近江八幡クラブをバックとするびわこ部に１０年ぶりにバナーが一巡することになります。赤い糸で結ばれた縁を感ずるような１０年です。

もう一つの課題は西日本区大会を経て横浜国際大会に多くの参加者を集める工夫です。各部・クラブでは今から積み立てをしたり、割安なパックツアーなどの企画が急がれるところです。その前には西日本区大会を成功させることです。１５日には広島・呉から藤川、渡邊両実行委員が駆けつけ最終のアピールと途中経過が報告されました。今回の横浜国際大会を支援するために１日で終了するコンパクトな大会が企画されています。いのち・平和・環境を訴える意味で広島で開催することは本当に意義深いものです。

今から皆様には６月広島→８月横浜をご予定をいただき、積み立てなどのご準備をお願いいたします。西日本区からは１／３に当たる６００人以上を送るのためには西宮クラブからは１／３の７人以上の参加をお待ちしております。


ハーモニカ演奏を披露する鈴木理事

　　　　　　　[image: image2.jpg]



次々期理事に推挙された浅岡びわこ部部長

西日本区の活動はホームぺージをご覧下さい。http://www.ys-west.or.jp
お願い

今回の横浜国際大会には、広島から平和の折鶴で出来たお神輿（ロースター表紙参照）を広島から横浜の会場に持ち込み、全世界の方々に平和を訴える願いが込められております。その前に広島での西日本区大会でそのお神輿に西日本区１７００名の祈りを込めた千羽鶴１０万羽載せる企画が森愛子西日本区メネット主任から出ております。１００，０００羽÷１，７００人＝５９羽、１００，０００羽÷６００人＝１６７羽が必要となります。取り敢えず１００羽／人（クラブ２０００羽）をお願いしたいと思います。折り方は以下の説明図をご覧下さい。（小野）
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ワイズメンズクラブ国際協会西日本区

理　 事　 通　 信

（１２月号より抜粋しております）

理事主題　　　　　　　　　　 

 “Love ＆ Care All Living Things”
第１３代西日本区理事　鈴木　誠也  

あっという間に12月、イエスキリストの生誕を待つ降誕節（アドベント）です。街中はクリスマスと年末商戦に入り、賑やかなことですが、天候の不順や新型インフルエンザに振り回され、台風被害も大きかった２００９年を振り返って、新しい年への希望を期待したいものです。各部では部会を終えてほっとされたことでしょうが、西日本区では第2回役員会が神戸で開催されました。多くの課題を処理していますので、報告にてご確認ください。各事業主任からの課題もこれからが本番です。特に本年は国際憲法の改正によって会計年度の締めが早まります。６月末締切りの会計報告を同じ事業年度末に報告することは出来ない為に、報告の日程がずれることを解消したいという趣旨なのです。会計は３月末で締め、事業は６月末で締めようというのがこの変更です。それに伴って各ファンドの締切りと送金が早まります。詳細は事業主任通信をご覧ください。

クリスマス、年末年始と賑やかな例会が続くことでしょうが、その喜びの中で「すべてのいのちを大切に」弱い立場にある人々を覚えて「祈り、励ます」年末募金やファンドに目を向けてくださるようにお願いいたします。

日本ＹＭＣＡ同盟では　Ｙｅｓ！キャンペーン「ヒロシマ・ナガサキ議定書を読む絵本」の販売に協力しています。2010年5月に国連で開かれる「核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議」で採択されれば、2020年までに、すべての核兵器が廃絶されることが約束されます。まずは、この議定書をお読みください。西日本区事務所で預かっています。読みやすい絵本の形で1冊500円ですので、この本を沢山販売し、多くの人に知っていただくことがまず一歩です。西日本区大会では是非ワイズメンズクラブとしての核廃絶平和宣言ができれば素晴らしいと考えています。

広島の西日本区大会（１月より登録開始）と、横浜の国際大会（登録中）の準備が進んでいます。

二つの大会の成功の為に、プログラムへの参加を工夫して役割としての参加をすすめましょう。

平和の折り鶴・ペンギンとの参加や、IBC/DBCとの交流の機会としてのクラブ会員の参加登録を

話し合い、特に新入会員研修の機会ととらえて、参加奨励をお願いいたします。

12-1　第2回役員会が開催されました。

· 次々期理事に浅岡びわこ部部長を選出！




（俳句）　　　　　　　小野　勅紘メン

・夜も更けて　月も満ち欠け　犬の吠え
（深夜更けて寝付けなくて外に出てみると月が山裾に落ちかけていた。

秋の月は満ち欠けも早いものだ。この間三日月だったのがもう満ちてきて

いる。そう思いに耽っているとどこからともなく救急車のサイレンが響き渡る。それに呼応するかのように犬の遠吠えが、これまた珍しい。）



（川柳）

・立ち行けど 交際費まで 絶ち行かず
（食事をしたり交通費を使っても、定年をすぎて普通の人になると、

かつては交際費や経費で落としていた頃が懐かしい。さすがに全部

自腹っていうのも当たり前のことながらちょっと癪に障るのはどうして

なのだろうか。なかなか絶ち切けれないものかも知れない。）



楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチームLOVE代表ひがしの　ようこさん

音を重ねる日々は心を重ねる日々に － 4６　今月もお休み　濵　浩一メン

編集後記　ブリテン委員長　廣瀬　一雄　

今月もまたまたブリテンの原稿到着が遅れて、役員会にかつかつ間に合わせられそうです。

今月特筆することは誕生日祝いです。いままでメン・メネットに12月生まれの人がいませんでしたが、馬場貴英メンのめぐみメネットが1日のお誕生。ぜひファミリィでクリスマス例会にご参加を。

またその例会に先立ち会員研修会が催されることとなりました。

　司会・進行　岡田メン　丸山メン
1� ワイズメンズクラブの組織　　小野メン
②　ファンド事業　　山本メン
3 西宮クラブの歩み　　山口メン
	トピックス・とぴっくす⑳
　　　　　　　　廣瀬　一雄メン

　小生は現在動物行政の仕事に携わっておりますが、環境省が平成１９年３月に発行した“動物の保護及び管理に関する法律のあらまし”という小冊子から前回までの「動物の保護及び管理に関する法律」とは、に続いて紹介しましょう。

３　虐待や遺棄の禁止

　愛護動物を虐待したり捨てる（遺棄する）ことは犯罪です。違反すると、懲役や罰金に処せられます。

愛護動物をみだりに殺したり傷つけた者＞一年以下の懲役または１００万円以下の罰金

愛護動物に対し、みだりに餌や水を与えずに衰弱させるなど虐待を行った者

＞５０万円以下の罰金

　愛護動物を遺棄した者

＞５０万円以下の罰金

愛護動物とは・・

· 飼い主の有無にかかわらない全ての「牛、馬、豚、めん羊、やぎ、犬、ねこ、いえうさぎ、鶏、いえばと、あひる」

人に飼われている「哺乳類、鳥類、爬虫類に属する動物」


との次第です。皆さんふるって出席いたしましょう。講師のみなさんも御苦労さまです。

さて小野メンの西日本区たより８や理事通信でご覧いただきましたとおり、あの近江八幡クラブの浅岡メンが次次期理事です。御活躍を・・

西宮クラブもサポートしなければ。

チャリティランでの写真、神戸ポートクラブの山崎会長、借用させていただきました。ありがとうございました。

小野メンからも写真の御提供があり感謝。

原稿はお早めに・・・よ・ろ・し・く

[image: image4.png]



　Ｈａｐｐｙ　Ｂｉｒｔｈｄａｙ　Ｔｏ　Ｙｏｕ　　　　　　


　　　　　　　　　お誕生日おめでとうございます


　１２月1日　　馬場めぐみ(馬場貴英メン)メネット　








こちらをご覧ください。


� HYPERLINK "http://kobeymca.or.jp/ys/nishinomiya/item2.html" ��http://kobeymca.or.jp/ys/nishinomiya/item2.html�











２００９年１２月第１例会のご案内


日時：２００９年１２月１９日(土)　　14:30受付　


　　　15：00　～　17:30　　※会費：４０００円


場所：新神戸竹友クラブ　　078-221-2943


ドライバー：　　岡田メン　、丸山メン


１．開会点鐘　　　　　　　　　　　　浅野会長


２．ワイズソング　　　　　　　　　　　一同


３．聖句朗読　　　　　　　　


４．ゲスト紹介　　　　　　　　　　　　浅野会長　　　　　　　　　　　　　　　　　


５．　５．ゲストスピーチ　　　神戸ワイズ　山口徹会長                       


６．食前の感謝


７．会食・　乾杯　　　　　　　　　　　　　一同


　 ８．プレゼント交換（各自持寄り下さい1000円程度）


　 9．今月の誕生日のお祝い 　　　　   　


10．Y’sニュース　　　　　　　　　　　浅野会長


11．YMCA報告　　　　　　　　　　　 三島主事　　　


12．閉会点鐘　　　　　　　 　　　　  浅野会長


　ビジター　つづきクラブ　神戸クラブ





　











今　月　の　聖　句　


　『互いに重荷を担いなさい。そのようにしてこそ、キリストの律法を全うすることになるのです。』


　　　　　　　ガラテヤの信徒への手紙５章２節


　　　　　　　　　　　清水彬久メン　選　





クラブ主役員


会　　長　浅野　純一


直前会長　濵　 浩一


副会長(次) 馬場　一郎


副 会 長　岩田　健司


書　　記　廣瀬　一雄


書　　記　岡田　佑一郎　


会　　計　山本　　常雄


会　　計　足立　　康幸


監　　　事　　阪根　　　新


監　　　事　　小野　勅紘


担当主事　三島　浩司


六甲部代議員山口　政紀


部メネット主査浜美智子


区事務局員　小野　勅紘











